【表彰理由】

秋田トヨタ自動車株式会社は、企業を取り巻く環境が大きく変化しているときこそ確固とした理念をもって進むべき道を極めていくことが重要であるという認識のもと「より優れた車とその周辺商品の販売とサービスを通じ、お客様により安全で快適なライフを提供することにより社会に貢献する」を経営理念に掲げ、お客様に“ベストカーライフ”を送っていただくために、社員自身がお客様の“ベストパートナー”になることを目指し、全社的な経営革新に取組んでいます。審査において評価された主な点は次の通りです。

（１）組織の変革を強力に推し進める経営トップのリーダーシップ

経営トップは、就任時から社員が自立的、自発的に考えて発言できる環境を整えることが必要と考え、店長会議や経営会議の内容を全員に開示すると共に、「店舗全員ミーティング」を設け、社内に“対話の風土”が醸成できるような場作りを行っている。また、会社方針を社内に浸透させ、目指す姿を全社員に理解・共有してもらうことが大切と考え、経営トップ自らが先頭に立ち店舗訪問を計画的に展開するほかに、全店舗の活動状況やクレーム・トラブルに対する対策についてコメントを加え、その内容を社内インフラを活用し毎日開示している。加えて、2007年度の中期３カ年計画策定では現場代表として店長を検討メンバーに加えたり、現場社員の発想や創意工夫提案制度での発案を戦略に反映するようにしている。このような経営トップによる社員の自主性を重んじた各種取り組みは、知識創造の主役となる社員の意欲と能力を最大限に発揮し、生き生きと働ける環境を着実に整え続けていると考えられる。

（２）ビジネスパートナーと共に顧客や地域社会との親密性を高める体質改善への取組み
お客様に安全で快適なカーライフを提供するためには、社員一人ひとりが「常にお客様視点に立った会社」になることが必要との認識に立ち、トヨタ自動車と一体となり実施している「ＣＳアンケート」に加え自社独自に「お客様の声ＢＯＸ」「整備後の調子伺い」などのお客様の声を聴くプロセスを創り、お客様の声に真摯に応えることによりお客様との親密な関係を高めようとしている。また、お客様との末永い信頼関係の構築に大きな影響を及ぼすアフターサービス力の強化にはトヨタ自動車と、安心をお届けするには損害保険会社と、部品などの装備品については部販会社というように、ビジネスパートナーと一体となって顧客視点に立った価値創造に取り組んでいる。加えて、経営理念で目指している「社会的責任」の展開として、トヨタ販売店協会の推薦による「トヨタ販売店ＣＳＲガイドライン」に一段高い独自の「目指すＣＳＲ」を設定したり、企業活動を通じて取得・蓄積した技術やノウハウを地域社会に還元するなどして、社員に価値ある会社で働いていることを誇りに持ってもらえるような活動を展開している。
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2007年度秋田県経営品質賞　表彰基準

【知事賞】

秋田県を代表するものとして卓越した経営品質の方法・展開が認められる組織。日本経営品質賞アセスメント基準書の評点総括Ａレベル以上の組織。

【優秀賞】

知事賞レベルには達しないものの、卓越した経営品質の実現に向けた努力が顕著に認められる組織。評点総括Ｂレベルの組織。

【奨励賞】

経営品質向上に対する取り組み姿勢が積極的で、今後の継続した活動によって更なる向上が期待できる組織。評点総括Ｃ＋レベルの組織。

審査経過

秋田県経営品質賞は2004年7月9日に設立され、本年度（2007年度）が4回目の審査になります。本年度の審査は、申請受付、個別審査、合議・現地審査、そして秋田県経営品質賞委員会による表彰組織の決定、という手順で行われました。本年度は1組織からの申請を受理しました。

審査員は、日本経営品質賞の審査員養成コースを受講した方々および東北ブロックの地域賞審査員養成コースを受講した方々の中から選定し、秋田県経営品質賞委員会が認定した方々です。審査チームは審査員４名，書記１名とし、申請組織との間に利害関係を持たず、公正で公平な審査を行うことができるメンバーで構成されました（書記は秋田県経営品質協議会会員組織のご協力をいただきました）。

＜申請受付＞

「2007年度秋田県経営品質賞申請ガイドブック」の定めに従い、2007年7月2日から7月20日までの間に「資格確認・申請応募書」を秋田県経営品質賞委員会事務局に提出してもらいました。

その後10月31日までに組織の活動状況を記した50～80頁の「申請書」を提出してもらいました。

＜個別審査＞

４人の審査員が11月中旬から12月の約１ヶ月半かけて、申請組織から提出された「申請書」を個別に審査しました。その中で「申請書」を読んだだけでは理解できない点や不明な点を「現地審査課題」としてまとめ、合議・現地審査の２週間前までに申請組織に提出しました。

＜合議・現地審査＞

その後審査チームが申請組織に出向き、３日間かけて合議審査と現地審査を行いました。

初日は合議審査で、これは各審査員の個別審査結果のうち視点や認識などの違いによりばらつきが生じている審査結果について、審査リーダーが中心となり合議によって共通の理解を図り、全員が納得できるものに収束させるものです。

２日目は現地審査で、これは個別審査や合議審査で生じた申請組織に聞かなければ分からない点を確認するために行うもので、主に事前に申請組織に提出した「現地審査課題」について申請組織からの説明を聞かせてもらうものです。

３日目は合議審査で、前日の現地審査の結果を受け初日の合議結果の見直し確認を行うものです。

＜表彰組織の決定＞

合議・現地審査終了後、審査チームは「評価レポート」の作成を行いました。3月24日に判定委員会があり、審査リーダーはその場で「評価レポート」に沿って審査結果の報告を行いました。その内容を判定委員会で審議の上「評価レポート」を承認すると共に、秋田県経営品質賞委員会に推薦する表彰対象組織を決めました。

審査員の任命、全審査プロセスの承認および表彰組織を最終決定する機関が秋田県経営品質賞委員会です。3月25日に賞委員会が開催され、判定委員長から申請組織の審査結果の報告及び表彰推薦組織の提案を受け、賞委員会として審議し、最終的に本年度の賞を決定しました。
＜表３　評点総括＞

	レベル
	評点
	内容

	Ｄ
	（～99）
	＜改善に向けた取り組みが見られない＞

組織の理想的状態を明確にしておらず、現状を維持する考え方にとらわれている。変革にむけてのものの見方や考え方が見られないため、改善に向けた行動が行われず、活動結果、総合結果ともに、改善傾向が全く見られず明らかに低い水準にある。

	Ｃ
	－
	（100～199）
	＜過去の枠組みの中での改善行動＞

組織の目的とそれを実現する理想的状態の追求が不十分なため、一般的な方法を導入するにとどまっている。過去の枠組みの中での改善や、その場かぎりの行動が中心になっている。それにより、活動結果、総合結果ともに、期待する改善傾向が得られていない。

	
	＋
	（200～299）
	

	Ｂ
	－
	（300～399）
	＜過去の枠組みにもとづく改善から、革新へ向かい始めている＞

組織の目的とそれを実現する理想的状態を明確にした上で、現状とのギャップを認識し戦略的に行動している。組織内での対話が重視され始めており、組織の目的を実現するための部門や活動間での協力関係も醸成され始めている。それにより、活動結果、総合結果ともに、改善傾向が見られ始めている。

	
	＋
	（400～499）
	

	Ａ
	－
	（500～599）
	＜求める価値を戦略的に考え、行動している＞

組織の目的とそれを実現する理想的状態を組織全体で共有し、現状とのギャップを認識し戦略的に行動している。組織内での対話が活発に行われ、他部門との協力関係が構築され、それぞれの目標は組織全体の目標との一貫性がとられている。顧客や市場の変化に対して現場は顧客価値実現の原則にもとづいて行動し、行動した結果から新たな方法が創造され始めている。それにより、活動結果、総合結果ともに改善傾向が見られ、競合を上回っている。

	
	＋
	（600～699）
	

	AA
	－
	（700～799）
	＜組織全体で学習することにより、大きな価値を生み出している＞

組織の目的とそれを実現する理想的状態を組織全体で共有し、顧客価値実現に向けた組織運営の原理・原則が定着している。対話による自律的な相互連携が定着し、組織全体で、より多くの新たな発見をし、そこから独自の価値を生み出す学習が展開されている。それにより、活動結果、総合結果の多くで改善傾向が見られ、業界最高水準を達成している。

	
	＋
	（800～899）
	

	AAA
	（900～）
	＜革新軌道に乗って最高の成果を生み続けている＞

組織の目的とそれを実現する理想的状態を組織内および関係する外部と共有し、顧客価値実現にむけた組織運営の原理・原則が定着している。組織の目的を実現するために、組織内および関係する外部との対話による自律的な相互連携が常態化し、独自の価値創造と価値を高めるための学習が絶え間なく行われている。それにより、活動結果、総合結果のほとんど全てが業界を超えてベストプラクティスの水準となっている。


＜組織情報＞


秋田トヨタ自動車株式会社
住　所　　　〒010-0917　秋田市泉中央二丁目１－３
電　話　　　018-863-7777
代表者　　　温井 正則（ﾇｸｲ ﾏｻﾉﾘ）

代表者役職　代表取締役社長

従業員　　　約220名
売　上　　　約85億円（年間）

過去の受賞組織

2004年度
知事賞　秋田リコー株式会社

優秀賞　株式会社アキタシステムマネジメント

奨励賞　秋田東北商事株式会社

2005年度

優秀賞　株式会社タカヤナギ

優秀賞　秋田東北商事株式会社

2006年度

優秀賞　千代田興業株式会社

優秀賞　医療法人正和会介護老人保健施設ほのぼの苑
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※各レベルの内容は、参考―３の評点総括をご参照下さい。
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